
令和７年（2025年）１月 22日 

札幌市環境審議会気候変動対策行動計画検討部会 第１回会議 

 

別紙２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市燃料電池自動車普及促進計画（平成 29年 3月策定）概要 

計画策定の背景 

図１ 計画の位置づけ 

本計画は、水素エネルギーに対する市民等の理解促進を図るとともに、早期の水素ステーション（ＳＴ）の

導入、ＦＣＶの普及を促進することで、道内の水素需要を札幌から創出し、拡大することを目的として策定す

るものです。 

 

計画の目的と位置づけ 

・国では「エネルギー基本計画」（平成 26年４

月）、「水素・燃料電池戦略ロードマップ」

（平成 26 年６月 23 日策定、平成 28 年３月

22日改訂）を、北海道では、「北海道水素社

会実現戦略ビジョン」（平成 28 年１月）、

「水素サプライチェーン構築ロードマップ」

（平成 28 年７月）を策定し、水素社会形成

へ向けた動きが進んでいます。 

・札幌市では、「札幌市温暖化対策推進計画」

（平成 27 年３月）を策定し、燃料電池自動

車（Fuel Cell Vehicle：以下「ＦＣＶ」とい

う。）の普及に向けた取組の拡大をリーディ

ングプロジェクトに位置づけています。 

 

図２ 本計画の推進による展開イメージ 

・トータルでＣＯ２フリーの水素社会 

・市内、道内での再エネ水素※等の供給、利用 

札幌でのＦＣＶ普及 

2030 年度 3,000 台の普及目標（後述） 

水素ステーションの整備 

2030 年度 4 箇所以上の整備目標（後述） 

 

・道央圏、道内市町村での
ＦＣＶ普及、水素ステー
ションの整備 

・水素需要（製造量）の増
大、再エネ水素の導入 

・道内のＦＣＶ普及、 
水素ステーションの整備 

・水素需要（製造量）のさらなる
増大、価格低下 

・再エネ水素の本格普及 
・大規模水素利用設備の普及 
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※）再生可能エネルギー由来の電気で製造する水素 
 


